
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 金  １６ 土 お休み 

 ２ 土 土曜開放日 １７ 日 お休み 

 ３ 日 お休み    （憲法記念日） １８ 月  

 ４ 月 お休み    （みどりの日） １９ 火  

 ５ 火 お休み    （こどもの日） ２０ 水 赤ちゃんサロン 

 ６ 水 お休み    （振替休日） ２１ 木 ぴょんぴょんランド教室（感覚遊び） 

 ７ 木  ２２ 金  

 ８ 金  ２３ 土 お休み マタニティ教室パート② 

 ９ 土 お休み ２４ 日 お休み 

１０ 日 お休み ２５ 月  

１１ 月  ２６ 火  

１２ 火 読み聞かせ（朗読ひばりの会） ２７ 水  

１３ 水 育児相談 ２８ 木  

１４ 木  ２９ 金  

１５ 金 保健師による親子ミニサロン（事故防止） ３０ 土 お休み 

 ３１ 日 お休み 

東員町子育て支援センター 
（ふれあいセンター２階） 

東員町山田２０１３番地 

TEL：０５９４－８６－２８７６ 

FAX：０５９４－７６－１５６６ 

メール：nakayosi@town.toin.lg.jp 

なかよし広場だより 
令和８年度 ５月号 

日にち：５月２日（土） 

時 間：８：３０～１１：３０ 
 

お父さん・お母さん・おじいちゃん・おばあちゃんなど、

平日利用が難しい方もぜひこの機会に遊びに来てくださ

い♪ 

 

保健師による「事故防止」 

 要予約

 

日 時：５月１５日（金）1０：００～11：００ 

定 員：１０組程度 

予約開始日：４月３日（金） 
 

身近に潜む危険・事故にあわないための予防など、乳幼

児期に気を付けておきたい事故について、分かりやすく

話をしていただきます。 

希望者は、個別相談・身体測定もできます。 

 

「朗読ひばりの会」による  

 

日にち：５月１２日（火） 

時 間：１０：００～１０：１５ 
 

親子で楽しめる絵本や紙芝居の読み聞かせです。 

５月の行事予定 
※赤字は要予約イベントです。 

要予約 

「感覚遊び」 
 

日 時：５月２1日（木）１０：００～１１：００ 

定 員：１０組程度  

対象児：令和５年４月２日～令和７年４月１日生ま

れのお子さん 

持ち物：型抜き（遊びたいお子さん）、ボール 

服 装：エプロン、又は親子共に汚れても良い服装 

予約開始日：４月３日（金） 
 

親子で感覚遊びを楽しみます。 

今回は、米粉を使った粘土遊びと、様々な素材を触って、

手触りや音の違いを楽しみます。 

指先をたくさん使って遊びましょう！ 

 

利用時間 ８：３０～１１：３０ / １３：００～１６：００ 
※10：00～10：10、14：30～14：40 に整理整頓の時間があります。 

mailto:nakayosi@town.toin.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国には、黄河
こ う が

にある「竜門」と

呼ばれる滝をのぼった鯉は竜になる

という伝説があり、これにちなんで

こいのぼりが立てられるようになり

ました。 

どんな困難にも 

立ち向かって成功を 

おさめ、立身出世
りっしんしゅっせ

する 

ようにと願いが込め 

られています。 

端午の節句のお供えもの 

菖蒲は、先がとがった細身の

葉が剣に似ていることや、強い

かおりが虫よけになることか

ら、魔よけの力があるとされて

います。 
 

お風呂に入れたり、 

菖蒲と蓬をたばねて 

屋根に刺したりして 

無病息災を願います。 

柏餅【かしわもち】 

柏の葉は、新芽が出ないうちは、古い葉が落ちないことから 

縁起がよいとされてきました。 

「家系が絶えないように」という願いを込められています。 

 

粽【ちまき】 

古く中国から伝わったもので、各地で色んな作り方や形があります。 

昔は茅
ちがや

（荒れ地などに生えるイネ科の植物）の葉で巻いたことから、 

「ちまき」の名がついたと言われています。 

男の子が勇ましく育っ

てくれるように、病気や

災いから身を守ってくれ

るようにと願いが込めら

れています。 

こいのぼり 菖蒲湯 兜かざり 

端午の節句は「菖蒲
しょうぶ

の節句」ともいわれています。 

昔中国では 5月は不吉な月と考えられていて、 

端午には蓬
よもぎ

で作った人形を門戸にかけたり、 

菖蒲酒を飲んで邪気を払っていました。 

 

それが日本にも伝えられ、江戸時代になると、「菖蒲」という音が「尚武
しょうぶ

（武を重んじる）＝勝負」という言葉に 

通じることから、端午の節句は「男の子の節句」とされるようになりました。 

そして、男の子が強くたくましく育つように武者人形や兜、幟
のぼり

などを飾る風習が生まれていきました。 


